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きさらづＤＸ推進セミナー

～無料で使えるツールを活用して
業務改善にチャレンジしよう!～

【講演の部】

第１回：９月21日(水)
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会社概要
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商号 株式会社富士通総研
FUJITSU RESEARCH INSTITUTE(FRI)

代表者 代表取締役 石塚 康成

設立 1986年6月20日 事業内容 1986年の創業以来、コンサルティング、
研究開発、経済研究所を設置し、お客様の
成長と社会の発展に貢献するため、メー
カー初のシンクタンク・コンサルティング
会社として活動してまいりました。

2020年より、国や地域の政策や、社会・
産業基盤に対し、新たな発想で全体最適を
導き出すコンサルティングに特化し、より
よい日本の未来の創造と、最先端の社会創
りに貢献することをミッションとしてまい
ります。また、公共政策研究センターを併
設し、現代社会が直面する課題や、政策や
制度に対し多角的視点から研究を行います。

我々を取り巻く環境が激変する中、富士通
グループの社会における存在意義である
「パーパス」を堅持し、富士通総研の行動
と知見、富士通グループのサービスとICT
技術を結集した統合力によってOne 
Fujitsuとして政策立案や課題解決に取り
組んでまいります。

資本金 2億円

所在地 〒144-8588

東京都大田区新蒲田一丁目17番25号

富士通ソリューションスクエア

TEL：03-6424-6752（直通）

取得認証
・環境マネジメントシステム（ISO14001）

取得日：2005年3月16日
登録番号：EC98J2005）

・プライバシーマーク

取得日：2006年4月11日
認定番号：10840130(02)

・情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）

取得日：2007年3月22日
登録番号：IC06J0199
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プロフィール
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山尾 一人（やまお かずと） yamao.kazuto@fujitsu.com

略歴 2001年4月 富士通株式会社入社後、官公庁・地方自治体のSEとして、

システム開発、システム運用、プロジェクト管理者に従事。

2006年9月 株式会社富士通総研へ転社。以後、IT/IoTを活用した地域活性化

（まちづくり、地域経済活性化）に関する事業の企画や計画立案、

事業化支援等に従事。

業務
経験

【まちづくり(民)でのデジタル技術活用促進】
• 地域観光まちづくり/群馬県安中市・富岡市、長野県軽井沢町
• 度島ふ・れ・あ・いモデル/長崎県平戸市
【経済活性化(産)でのデジタル技術活用促進 】
• 「ITを活用した産業競争力強化支援事業」業務委託/長崎県
• 中国地域の中堅・中小企業におけるIoT導入促進調査/中国経済産業局

資格等  PMP 【米国PMP】
 ITIL Manager （Expert） ，Foundation 【exin】

対外
活動

2012年度 「自助・共助のまちづくり」に地域金融機関の強み生かせ」

『月刊金融ジャーナル2012年7月号』

2013年度 東京大学GCLプログラム

「ICTを活用したまちづくり（地域活性化）のポイント」講師

2017年度 「地域×ICT」 『自治体ソリューション2017年11月号』
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モットー
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官
（行政等）

学
（教育機関等）

民
（住民・NPOなど）

産
（企業など）

地域の

プレイヤー

15年ほど前
の関心分野

10年ほど前から
現在の関心分野
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民（まちづくり）を対象とした業務事例

度島 本土

地場産業の
活性化

生活支援
サービス
の充実 診療所

交通事業者

企業進出
訪問型サービス提供

その他
生活支援サービス

事業者

島外家族・住民

人口流出阻止
人口流入

交通手段は
フェリーのみ

度島地区まちづくりクラウド

度島地区
生活支援ニーズ

玄海原子力
発電所

原発３０ｋｍ圏内
全島避難地域

実施団体 平戸市、長崎県、度島地区まちづくり協議会、平戸市各地区のまちづくり運営協議会等

事業概要 平戸市度島地区の住民にタブレットPCを利用してもらい、クラウドサービスを介して買物・交通・見守りと
いった生活支援に関するニーズを集約し、地場企業に情報提供することで地場産業の活性化を図るとと
もに、地場企業で提供できないサービスについては島外の関連企業へ提供し、度島地区へのサービス展
開を促し、度島地区における生活支援サービスを充実させ、人口増加を図る。

まちづくり分野におけるIT/IoT利活用には
まだまだ時間がかかる 住民活動の中心

は高齢者
まちづくり ＝
行政のお仕事
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産（経済活性化）を対象としたデジタル化促進
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中小企業の割合

大企業
0.3%

中小企業
99.7%

出典：中小企業庁「2016年度中小企業白書」

日本経済を支える中小企業の産業競争力強化のために
デジタル化の促進が出来ないか

中国地方
西九州地方

四国地方北関東地方
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昨年度のセミナー

◼昨年度はDXを中心にしたセ
ミナーを実施

◼しかし、参加者から相談いた
だく内容は、社内での情報
共有や顧客管理などが大半
であり、業務効率化が中心
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Googleワークスペース

◼組織内におけるコミュニケーションや資料作成などのコラボレーションを行う際に
利用可能なオンラインアプリケーション

https://www.g-workspace.jp/
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操作体験



準備：Googleアカウントを取得しよう
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• Google chromeブラウザを立ち上げ
• Googleトップページよりアカウントを取得

①ログインボタンを選択

②アカウント作成ボタンを選択

④アカウント作成後、機能一覧が表示

➂アカウント作成処理

新規に取得される方は
kisarazudx.XX（数字2桁）@gmail.com
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【社内での活用シーン】

スケジュール共有
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従業員の予定を
把握したいお客さまからの予約状況を

共有したい

従業員のシフトを
公開したい
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【社内での活用シーン】

スケジュール共有
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・カレンダー機能を活用してスケジュールを登録

個人での使い方

①カレンダー機能を選択

②予定を登録

➂スケジュール作成完了
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【社内での活用シーン】

スケジュール共有
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・チームで予定が入れられるカレンダーを作成してスケジュールを共有

チームでの使い方

①設定ボタンを選択

②新しいカレンダーを作成

➂共有したいユーザのGmailアドレスと権限を設定
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【社内での活用シーン】

スケジュール共有
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・チームで予定が入れられるカレンダーを作成してスケジュールを共有

チームでの使い方

④招待メールを確認・カレンダー追加

⑤共有されたカレンダーに予定を登録

⑥招待者においてもスケジュールが共有
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【社内での活用シーン】

ドキュメント共有
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メールでいちいち
ファイル送信するのが
手間になっている

ファイルを共有したい
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【社内での活用シーン】

ドキュメント共有
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・ドライブ機能を活用してフォルダ作成、ファイル登録

個人での使い方

①ドライブ機能を選択

②フォルダを作成

➂ファイルを登録
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【社内での活用シーン】

ドキュメント共有

Copyright 2022 FUJITSU RESEARCH INSTITUTE

・フォルダを共有してドキュメントを共有

チームでの使い方

①フォルダを右クリックして共有ボタンを選択

②共有者のGmailアドレスを追加

➂必要に応じて権限を設定
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【社内での活用シーン】

共同作業
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各自更新作業をすることで
資料のレベルダウンを

防ぎたい

会議などでみんなで
意見を出し合いながら
情報を共有したい
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【社内での活用シーン】

共同作業
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・ドキュメント/スプレッドシート/スライド機能を活用してドキュメント作成

個人での使い方

①機能を選択

②フォーマットを選択

➂ドキュメントを作成 ※自動で保存※
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【社内での活用シーン】

共同作業

Copyright 2022 FUJITSU RESEARCH INSTITUTE

・ドキュメントを共有して複数人で資料を更新

チームでの使い方

①共有で共有者のGmailアドレスを追加

②必要に応じて権限を設定

➂作成者、共有者がリアルタイムで作業実施
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【社内での活用シーン】

ビデオ会議開催
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テレワークの普及で
ビデオ会議を
開催したい

出先のメンバーと
会議を開催したい
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【社内での活用シーン】

ビデオ会議開催
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・ビデオ会議にてURLを発行し関係者に共有して会議開催

使い方

①Meet機能を選択

②新しい会議を作成

➂発行されたURLを関係者に共有しビデオ会議開催
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【社内での活用シーン】

議事録作成
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テープ起こしするのに
お金がかかる

会議の議事録を
効率的に作成したい
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【社内での活用シーン】

議事録作成
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・Googleドキュメントの音声入力で文字起こし

使い方

①Googleドキュメントのツールを選択

②音声入力を開始

➂端末のマイクからの音声を自動で文字起こし

【集合型会議の場合】
・集音マイクを活用することで議事録作成が可能
【WEB会議】
・WEB会議の音声をスマホで音声入力
・参加者にGoogleドキュメントにて文字起こしして取り纏め
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【社内での活用シーン】

資料翻訳
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ホームページを
外国語対応にしたいため

翻訳したい

資料を翻訳したい
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【社内での活用シーン】

議事録作成
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・Googleドキュメント等で翻訳

使い方

①Googleドキュメント等でドキュメント作成

②翻訳機能で言語を選択

➂翻訳した文書を別ファイルとして保存
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【顧客との活用シーン】

注文/予約受付、問合せ、アンケート
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お客様からの問合せを
インターネットで
受付したい

注文や予約を
簡易的に

インターネットで
受付したい

お客様へのアンケートを
インターネットで
実施したい
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【顧客との活用シーン】

注文/予約受付、問合せ、アンケート

Copyright 2022 FUJITSU RESEARCH INSTITUTE

・GoogleFormsでフォームを作成

使い方

①GoogleFormsを選択

②テンプレートを選択

➂フォームを作成
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【顧客との活用シーン】

注文/予約受付、問合せ、アンケート
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・GoogleFormsでフォームを作成

使い方

④作成後、受付情報の通知先を設定

⑤公開するリンク（URL）を取得

⑥取得したリンク（URL）をホームページなどに掲載
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終わりに
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中小企業での活用事例

31



Googleを活用した活用事例

◼Googleを活用した業務効率化の事例はGoogleホームページで公開

https://workspace.google.co.jp/intl/ja/customers/
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• 物件の最新賃料（家主との折衝結果）を出先から
タイムリーに営業に共有

• スケジュールを共有して賃貸契約の打合せをタイム
リーに設定

中小企業の事例（従業員：１～50人）
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属性 補足

企業名 （株）スリーオーク

業種 不動産業

目的 コミュニケーションの活性化

効果

属性 補足

企業名 （株）アクティブプラス

業種 教育（家庭教師派遣など）

目的 顧客満足度の向上

• カレンダー機能で面談のスケジュールや履歴を管理
• Googleドライブのスプレッドシートを活用することで、
バージョンアップの互換解消や、更新漏れなどファイ
ルのレベルダウンが解消

• テレワークでの作業にも有益

効果
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検討の流れ（概要）
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売
上
向
上
・
利
益
率
向
上
・
事
業
拡
充

目標
設定

既存顧客の囲い込み
販
路

開
拓

人
件
費

削
減

調
達
費

削
減

品
質

向
上

…

目標に向けた
取り組むべき事項

新規顧客の獲得

業務の見直し

委託契約の見直し

調達先の見直し

商品・サービス改良

品質改善

アナログ
対応

取
組
む
べ
き
事
項
に
対
し
て

デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し
た

実
現
策
が
有
効
か
？

デジタル化・DX推進策の検討

導入企業が主体的に検討すべき領域

導入目的を定めることがスタート
EX.どの部分を効率化したいの？

34



ツールを選定するうえでのポイント
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操作性

• 誰でもすぐに使いこなせられそうか？

移行性・連携性

• 現在のファイルやツールと連携できる

か、または移行がしやすいか？

安全性

• オンライン活用が中心となるがセキュ

リティ面での対策はされているか？
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中小企業の経営者から聞かれる言葉
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忙しくて検討している
時間が無い！

相談したいけどどこに
相談していいかわからない！
（お金がかからないか…）
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支援メニューの入手方法
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【これまで】支援メニューを取り寄せる課題
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誰に聞けば
どこを見れば

支援メニューがあるか
わかっている

デジタル化が
進んでいる中小企業

支援メニューの情報
が点在しており
辿り着けない…

デジタル化が
進んでいない中小企業

国

金融
機関

都道
府県

市町村

支援メニューを
利用する企業が

固定化

HP・SNS

冊子・チラシ

：

HP・SNS

冊子・チラシ

：

HP・SNS

冊子・チラシ

：

HP・SNS

冊子・チラシ

：
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【これから】徐々に入手しやすくなる支援メニュー情報
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国

金融
機関

都道
府県

市町村

複数の機関の
支援メニューを
一体的に発信

誰に聞けば
どこを見れば

支援メニューがあるか
わかっている

ここを見れば
全ての支援メニューの

大半がわかる
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事例➀：jGrants
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• デジタル庁が運営する日本政府公式Webサイト
• 国や自治体の補助金が、誰でも検索可能であり、申請も可能
• ９府省、21自治体が参加中（2021年６月時点）
※ただし、千葉県及び県内自治体は参加しておらず…

国の事例

出典：jGrantsホームページ
https://www.jgrants-portal.go.jp/

デジタル化に係る
テーマで検索可能

様々な登録機関の
支援メニューが一覧で

確認可能
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事例②：ミラサポplus

Copyright 2022 FUJITSU RESEARCH INSTITUTE

• 経済産業省、中小企業庁が提供している中小企業向け補助金・支援サイト
• 各電子申請サイトとの連携も可能

国の事例

出典：経済産業省「経済産業省のデジタルトランスフォーメーションについて」
https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/asset/meti-dx/20201001/METI_DX.pdf
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事例③：補助金ポータル
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• 国から発表される補助金や助成金の情報を企業にとどけるための補助金・助成金支援
のプラットフォーム

民間の事例

出典：補助金ポータル
https://hojyokin-portal.jp/
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IT導入補助金

◼ IT導入補助金とは、、、
中小企業・小規模事業者が自社の課題やニーズにあったITツールを導入する際の経費を補
助するもので、ITツール導入による企業の「業務効率化・売上アップ」や、感染リスクを低減さ
せる「非対面化」を支援する制度
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IT導入補助金
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